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摂食・嚥下リハビリテーションにかかわるすべての医療スタッフに欠かせない１冊！

第5分野

摂食・嚥下
障害患者の栄養

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応

「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応」シリーズ6分野全7巻・2011年夏完結予定
第1分野 摂食・嚥下リハビリテーションの全体像（既刊）定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第2分野 摂食・嚥下リハビリテーションの前提（既刊）定価3,045円（本体2,900円+税5％）
第3分野 摂食・嚥下障害の評価（既刊）定価3,150円（本体3,000円+税5％）
第4分野 摂食・嚥下リハビリテーションの介入（1・2）
第5分野 摂食・嚥下障害患者の栄養
第6分野 小児の摂食・嚥下障害（既刊）定価2,940円（本体2,800円+税5％）

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編集

B5判／104頁／2色刷
定価3,045円

（本体2,900円＋税5%）
ISBN978-4-263-44865-6

●日本摂食・嚥下リハビリテーション学会では，摂食・嚥下リハビリ
テーションの啓発と普及、その安全で効果的な実施を積極的に具
現化するために、「学会認定士」を制度化しています． 
●学会認定士の重要な申請要件の一つとして，同学会ではイン
ターネット学習システム（eラーニング）のカリキュラムを
作成しており，本書は，このカリキュラムによる学習を
サポートする内容になっています． 
●目次はeラーニングコンテンツを踏襲した内容
で構成され，摂食・嚥下領域の基礎知識につ
いて，体系的に6分野78項目に分類され
た最重要事項をわかりやすく解説して
いますので，摂食・嚥下リハビリテー
ションにかかわるすべての医療ス
タッフに最適なリファレンスマ
ニュアルとしてご活用できます． 
●コンテンツはほぼ分野ごと
に1冊の書籍としてまとめられており，
本書はこのうち「第5分野 摂食・嚥下障害
患者の栄養」で，臨床栄養の基礎，経管栄養法，食物
形態の調整について簡潔にわかりやすく解説しています．
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第5分野  
摂食・嚥下障害患者の栄養
C O N T E N T S

好評既刊●日本摂食・嚥下リハビリテーション学会eラーニング対応シリーズ

§20　臨床栄養の基礎
●64　五大栄養素と必要量の求め方
Chapter 1　はじめに　
Chapter 2　五大栄養素と食事摂取基準　
Chapter 3　基準体位と推定エネルギー必要量
ほか

●65　栄養ケアマネジメント　
Chapter 1　栄養ケアマネジメント　
Chapter 2　栄養スクリーニングとは　
Chapter 3　栄養スクリーニングの方法
ほか　

●66　栄養療法の基礎　　　　
Chapter 1　必要栄養量　
Chapter 2　PEM（Protein energy malnutrition）　
Chapter 3　わが国における現状
ほか

●67　障害者・高齢者の栄養管理　
Chapter 1　高齢者の栄養障害　
Chapter 2　高齢者に適した栄養評価　
Chapter 3　高齢者の栄養管理のガイドライン
ほか

§21　経管栄養法
●68　経管栄養の適応・種類と特徴・合併症　
Chapter 1　経管栄養の適応　
Chapter 2　経管栄養の禁忌　
Chapter 3　経管栄養の利点
ほか

●69　経鼻経管栄養・間歇的経管栄養法・胃瘻栄養法　　　　
【1】経鼻経管栄養
【2】間歇的経管栄養法（間歇的口腔食道栄養法；OE法，IOE），
　　 間歇的口腔胃栄養法（OG法）　
【3】胃瘻（gastrostomy）　
【4】経管栄養注入に共通する注意事項　

§22　食物形態の調整　
●70　食物物性・形態　　　　
Chapter 1　はじめに　
Chapter 2　食物の物性と形態の関連性　
Chapter 3　食物を形態から分類する
ほか

●71　増粘食品の使用方法　　
Chapter 1　はじめに　
Chapter 2　増粘食品の特徴，種類，使用方法がわかる　
Chapter 3　増粘食品の分類と特徴
ほか

●72　嚥下調整食・調理器具　　
Chapter 1　はじめに　
Chapter 2　嚥下調整食に求められるもの　
Chapter 3　段階的摂食訓練の流れ
ほか

第3分野
摂食・嚥下障害の評価
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
患者観察のポイントから，スクリーニングテスト，
嚥下内視鏡検査，嚥下造影，重症度分類までを解説
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44863-2

第6分野
小児の摂食・嚥下障害
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
小児の摂食・嚥下障害の
総論，原因疾患，対応について解説
■B5判・78頁・2色刷
■定価 2,940円（本体 2,800円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44861-8

第1分野
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
摂食・嚥下リハビリテーションの全体像を総論，
解剖・生理，原因と病態に分け解説
■B5判・116頁・2色刷
■定価 3,150円（本体 3,000円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44862-5

第2分野
摂食・嚥下リハビリテーションの前提
日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　編
リスク回避，感染対策，関係法規・制度について
簡潔にわかりやすく解説
■B5判・96頁・2色刷
■定価 3,045円（本体 2,900円＋税5％） 
ISBN978-4-263-44864-9


